
◆ 調査の概要

１　調査の趣旨

　　いじめの問題の未然防止、早期発見・早期対応の取組の一層の充実を図るため

２　調査対象校　≪計1,510校≫

　

３　調査対象期間

　　令和７年（2025年）４月～令和７年（2025年）６月

◆ 調査の結果

・

・

・ ・

・

0 （ 0.0% ） 19,358 （ 99.3% ） 128 （ 0.7% ） 1 （ 0.01% ） 334 ( 22.1% )

小学校 0 （ 0.0% ） 15,988 （ 99.5% ） 78 （ 0.5% ） 0 （ 0.00% ） 99 ( 13.4% )

中学校 0 （ 0.0% ） 2,785 （ 99.4% ） 17 （ 0.6% ） 0 （ 0.00% ） 97 ( 20.9% )

高等学校 0 （ 0.0% ） 527 （ 94.4% ） 30 （ 5.4% ） 1 （ 0.18% ） 93 ( 38.4% )

特別支援 0 （ 0.0% ） 58 （ 95.1% ） 3 （ 4.9% ） 0 （ 0.00% ） 45 ( 68.2% )

◆ 調査の概要

１　調査の趣旨

　　いじめの問題の未然防止、早期発見・早期対応の取組の一層の充実を図るため

２　調査対象校　≪計1,510校≫

　

３　調査対象期間

　　令和７年（2025年）４月～令和７年（2025年）10月

◆ 調査の結果

・

・

・ ・

・

18,852 （ 50.6% ） 17,973 （ 48.3% ） 393 （ 1.1% ） 19 （ 0.05% ） 225 ( 14.9% )

小学校 15,535 （ 50.6% ） 14,875 （ 48.5% ） 269 （ 0.9% ） 8 （ 0.03% ） 71 ( 9.6% )

中学校 2,739 （ 50.9% ） 2,591 （ 48.1% ） 54 （ 1.0% ） 2 （ 0.04% ） 69 ( 14.9% )

高等学校 515 （ 49.6% ） 451 （ 43.4% ） 64 （ 6.2% ） 8 （ 0.8% ） 49 ( 20.2% )

特別支援 63 （ 50.0% ） 57 （ 45.2% ） 6 （ 4.8% ） 0 （ 0.0% ） 36 ( 54.5% )

　　　札幌市立学校を除く道内全ての公立小・中・高等学校、義務教育学校、中等教育学校、特別支援学校

16,066

2,802

558

　　　・小学校738校（義務教育学校前期課程含む）
    　・中学校464校（義務教育学校後期課程及び登別明日中等教育学校前期課程含む）
　　　・高等学校242校（全・定別、登別明日中等教育学校後期課程含む、通信制除く）
　　　・特別支援学校66校

※（　　）は、認知したいじめの件数又は学校数に対する割合 

「いじめの問題への対応状況の調査」結果（６月末現在）

令和７年（2025年）12月
北 海 道 教 育 委 員 会

５．いじめの認知件数
がない学校数

３．解消に向けて取組中の件数

心理的、物理的行為が
止んでいるが、その状態
が相当の期間（３か月程
度）経過していない。

心理的、物理的行為
が止んでいない。
心理的、物理的行為
が止み、相当の期間
（３か月程度）経過し
ているが、心身の苦
痛を感じている。

１．認知したいじめの件数
４．その他

２．解消件数

対　応　状　況

61

心理的、物理的行為が
止み、相当の期間（３
か月程度）経過してい
る。
心身の苦痛を感じてい
ない。

令和７年度
（４月～６月） 19,487

「いじめの問題への対応状況の調査」結果（10月末現在）

令和７年（2025年）12月
北 海 道 教 育 委 員 会

　　　札幌市立学校を除く道内全ての公立小・中・高等学校、義務教育学校、中等教育学校、特別支援学校

　　　・小学校738校（義務教育学校前期課程含む）
    　・中学校464校（義務教育学校後期課程及び登別明日中等教育学校前期課程含む）
　　　・高等学校242校（全・定別、登別明日中等教育学校後期課程含む、通信制除く）
　　　・特別支援学校66校

１．認知したいじめの件数

対　応　状　況

５．いじめの認知
がない学校数

２．解消件数 ３．解消に向けて取組中の件数

４．その他

心理的、物理的行為が
止み、相当の期間（３
か月程度）経過してい
る。
心身の苦痛を感じてい
ない。

心理的、物理的行為が
止んでいるが、その状態
が相当の期間（３か月程
度）経過していない。

心理的、物理的行為
が止んでいない。
心理的、物理的行為
が止み、相当の期間
（３か月程度）経過し
ているが、心身の苦
痛を感じている。

126

※（　　）は、認知したいじめの件数又は学校数に対する割合 

令和７年度
（４月～10月） 37,237

30,687

5,386

1,038



◆ 調査の概要

１　調査の趣旨

　　いじめの問題の未然防止、早期発見・早期対応の取組の一層の充実を図るため

２　調査対象校　≪計1,510校≫

　

３　調査対象期間

　　令和７年（2025年）11月～令和８年（2026年）３月

◆ 調査の結果

・

・

・ ・

・

34,733 （ 78.3% ） 9,346 （ 21.1% ） 237 （ 0.5% ） 32 （ 0.07% ） 206 ( 13.6% )

小学校 28,342 （ 78.1% ） 7,790 （ 21.5% ） 167 （ 0.5% ） 6 （ 0.02% ） 63 ( 8.5% )

中学校 5,205 （ 79.3% ） 1,312 （ 20.0% ） 34 （ 0.5% ） 13 （ 0.20% ） 66 ( 14.2% )

高等学校 1,048 （ 80.7% ） 204 （ 15.7% ） 33 （ 2.5% ） 13 （ 1.0% ） 46 ( 19.0% )

特別支援 138 （ 84.1% ） 40 （ 24.4% ） 3 （ 1.8% ） 0 （ 0.0% ） 31 ( 47.0% )

　　　札幌市立学校を除く道内全ての公立小・中・高等学校、義務教育学校、中等教育学校、特別支援学校

36,305

6,564

1,298

　　　・小学校738校（義務教育学校前期課程含む）
    　・中学校464校（義務教育学校後期課程及び登別明日中等教育学校前期課程含む）
　　　・高等学校242校（全・定別、登別明日中等教育学校後期課程含む、通信制除く）
　　　・特別支援学校66校

※（　　）は、認知したいじめの件数又は学校数に対する割合 

「令和７年度いじめの問題への対応状況の調査」結果（３月末現在）

令和８年（2026年）７月
北 海 道 教 育 委 員 会

５．いじめの認知
がない学校数

３．解消に向けて取組中の件数

心理的、物理的行為が
止んでいるが、その状態
が相当の期間（３か月程
度）経過していない。

心理的、物理的行為
が止んでいない。
心理的、物理的行為
が止み、相当の期間
（３か月程度）経過し
ているが、心身の苦
痛を感じている。

１．認知したいじめの件数
４．その他

２．解消件数

対　応　状　況

164

心理的、物理的行為が止
み、相当の期間（３か月
程度）経過している。
心身の苦痛を感じていな
い。

令和７年度
（11月～３月） 44,331


